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	この度提供を開始する「テストモード」では、このようなコネクテッドデバイスの製造に対応し、商用利用開始前は、無料で製造段階での通信確認が実施できる新たなSIMのステータス「テスト中（Testing）」を追加します。一定期間内または指定されたデータ通信量・SMS数のいずれかに達すると、自動的に「使用中（Active）」、「利用開始待ち（Suspended）」などのステータスに変更されます。商用利用の開始タイミングから通信費用が発生するようになり、通信利用開始のコントロールが容易になります。
	SORACOMのユーザーコンソールやAPIから、本ステータスでの通信量・残容量・残SMS回数・残期間をご確認いただけます。自社の製造工場で製造するケースのほか、外部の提携工場、委託先での製造も想定しており、製造工場がSIMを購入し製造後にメーカーにSIMを譲渡するフローにも対応します。
	特にグローバル展開を前提としたデバイスや、数万、数十、数百万台単位での量産が見込まれるプロジェクトにおいて、製造から出荷、商用利用までのプロセスがより効率的かつスムーズに進められるようになります。
	SORACOM IoT SIMのグローバルカバレッジで利用でき、plan01s、planX3などのプランで提供を開始し順次対応プランを拡充します。利用に際しては、ソラコムにお問い合わせ下さい。
	ソラコムは「IoTテクノロジーの民主化」を掲げ、SORACOMを通じてIoTを軸に最新技術をより使いやすく提供することで、多くの活用事例とイノベーションの創出を目指します。
	ソラコムについて
	本ニュースに関するお問い合わせ


